
 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 金沢市 

②人口（※１） 451,501 人 平成 25 年 3 月 31 日時点 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

高齢化率：22.8％ 

75 歳以上人口割合：11.0％ 

（      ） 

④取組の概要 地域における買い物支援等の生活課題の解決に資する民間事業者の起業につい

て、その立ち上げ及び継続に向けた支援を実施。 

 

⑤取組の特徴 

 

商店街や福祉・地域団体など多様な主体が連携しながら、地域のつながりをも

とに新たなビジネスとして事業を実施している点 

⑥開始年度 平成 23 年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

地域に根ざした事業の起業支援の一環として、平成 23 年度から「買い物利便性

向上」を目的とした民間事業者等による創意と工夫にとんだ新たなビジネスモ

デルに対する支援を行い、事業定着を図ってきた。今年度は、「買い物利便性向

上」のみならず、地域に顕在化する高齢者の生活支援等の諸課題の解決を図る

事業も対象に加え、地域課題を解決する「コミュニティビジネス」として拡充

して公募し、住民福祉の向上や地域活性化に結びつく事業の起業支援により、

産業振興及び雇用の創出を図る。 

⑧主な利用者と人

数 

利用者及び人数は、事業者のビジネスプランに基づく。 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

民間事業者や商店街、NPO、地域団体等 

 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

①スタートアップ事業（新たな事業の立ち上げ支援） 

 予算額：平成 25 年度 ９，０００千円 

 事業内容：事業者を公募し、新規事業の立ち上げに係る費用を 300 万円を上

限に支援。（委託事業） 

②フォローアップ事業（始めて間もない事業の自立支援） 

 予算額：平成 25 年度 ６，０００千円 

 事業内容：市内で既に事業を行って３年以内の民間事業者や商店街、NPO、地

域団体等に対し、100 万円を上限に補助（補助率 1/2）。（補助事業） 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

なし 

⑫取組の課題 ・サービス内容の周知 

・事業の収益性や継続性 

・地域団体等との協力関係の構築 

⑬今後の取組予定 事業の公募 ４月～６月 

事業の実施 ７月～翌年３月 

 

⑭その他  

石川県 



 

 

⑮担当部署及び連

絡先 

金沢市福祉局介護保険課 電話：０７６－２２０－２２６４ 

 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 



金沢のまちを住みよくする！元気にする！！

「コミュニティビジネス」の事業提案を募集しています。

地域課題を解決する起業を応援します！

１．目的

本市では、地域に根ざした事業の起業支援の一環として、平成23年度から「買い物利便性向上」

を目的とした民間事業者等による創意と工夫に富んだ新たなビジネスモデルに対する支援を行い、

事業の定着を図ってきました。

今年度は、「買い物利便性向上」のみならず、地域に顕在化する高齢者の生活支援、子育て支援、

地域振興などの諸課題の解決を図る事業も対象に加え、地域課題を解決する「コミュニティビジネ

ス」として拡充して公募し、住民福祉の向上、地域活性化に結びつく事業の起業支援により、産業

振興及び雇用の創出を図っていきたいと考えています。

２．募集する事業

（１）新たな事業の立ち上げを支援 ～スタートアップ事業～

□対象事業 買い物利便性向上などの地域課題の解決をビジネスの手法で解決する事業

□委託料 上限３００万円＜新規事業の立ち上げに必要な経費＞

□応募資格 民間事業者（中小企業者に限る）、商店街、NPO、地域団体等で市内で主に事業

を実施する者

□募集締切 平成２５年６月２４日(月)まで

（２）始めて間もない事業の自立を支援 ～フォローアップ事業～

□対象事業 買い物利便性向上などの地域課題をビジネスの手法で解決している事業

□補助金 上限１００万円（補助率１／２）＜事業の継続に必要な運営費＞

□応募資格 市内で既に事業を行って３年以内の民間事業者、商店街、NPO、地域団体等で、

自立を目指し改善に取り組む者

□募集締切 平成２５年５月３１日(金)まで

応募要領・申請書は下記のＨＰからダウンロードできます。

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/17001/syougyou/communitybusiness/25nendo.html

＊応募・問い合わせ先＊

金沢市 経済局 商業振興課
〒920-8577 金沢市広坂１丁目１番１号

℡：220-2193／FAX260-7191
E-mail:syougyou@city.kanazawa.lg.jp

「起業支援相談窓口」をご利用ください！

（市役所５階 商業振興課内）

起業に必要な情報提供や相談に応じます。

お気軽にご相談ください。

mailto:syougyou@city.kanazawa.lg.jp


買い物弱者支援に取り組むコミュニティビジネスの事例

－平成24年度にスタートした事業－

歩いていける朝市「金沢いきいき朝市」

お寺の境内を活用して歩いていける朝市を開催しています。じわもんの新

鮮野菜・果物や福祉施設が作るお菓子の他、地元商店からも出品協力し

てもらい、やりとりしながら買い物する朝市はコミュニティを育む場と

なっています。【金沢いきいき朝市運営会社（平成24年9月開始）】

「コープ いーじ～便」

店内で買い物した商品を自宅まで届ける配達サービスと、カタログか

ら商品を選んで電話や FAX で注文する買い物代行サービスをスタート

しました。お米などの重いものを持って帰れない方や小さなお子さんの

ご家庭に好評です。【コープたまぼこ（平成25年１月開始）】

買い物同行・代行サービス 「どーだくん」

介護ヘルパーが自宅まで迎えに行き、買い物のお手伝いをする

同行サービスと、有償ボランティアが買い物を代行するサービ

スを実施。一緒に買い物をしてほしい方や外出が困難な方を応

援しています。【㈱新世紀ケアサービス（平成24年9月開始）】

－平成23年度にスタートした事業－
「まかせまっし隊」

商店街と一体となった買い物代行・宅配事業
【ござれ市（平成23年９月開始）】

「エール宅配クラブ 安心会員」

御用聞きによるネットスーパー事業

【㈱マルエー藤江北店（平成23年9月開始）】

【NPO法人オアシス（平成23年９月開始）】
「まちの駅」を拠点としたお買い物支援

商店街・企業・ＮＰＯと連携した買い物支援事業

【㈱ビーイングホールディングス（平成23年12月開始）】
「高齢者生活サポート事業」

高齢者の見守りをしながら生活全般をサポート



 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 金沢市 

②人口（※１） 451,501 人 平成 25 年 3 月 31 日時点 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

高齢化率：22.8％ 

75 歳以上人口割合：11.0％ 

（      ） 

④取組の概要 65 歳以上で、地域の高齢者が自ら介護予防活動に参加し、介護予防に向けた

取組を主体的に実施できる「介護予防サポーター」を養成し、地域の介護予防

教室の運営の補助等に活用する取組を実施。 

⑤取組の特徴 個々の状態に応じて、介護予防の自主活動、ボランティア活動、自身の介護

予防活動及び普及・啓発活動の活動形態を選択できる。 

⑥開始年度 平成 19 年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

養成開始当初は、サポーターの役割毎に 3級、2級、1級課程と分けて、ステ

ップアップ的に研修会を実施していたが、自主活動を希望する方が修了するま

でに 2年程度かかるため、平成 24年度より各級を統合して実施。 

⑧主な利用者と人

数 

・金沢市民 

・修了者数 148 名（平成 24 年度末現在） 

・地域において自主活動をしているグループ 11団体（平成 24 年度末現在） 

・金沢市が実施している口腔機能向上事業に運営補助として参画 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

・介護予防サポーター養成研修は、保健衛生及び福祉の増進に寄与することを 

目的とする（公財）金沢総合健康センターへ委託。 

・修了者においてボランティア活動や自主活動を希望する方は、金沢市におい 

て支援。 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

・介護予防サポーター養成講座 

 予算額：平成 25 年度 180 千円（委託費） 

 事業内容：年１回、７日間の研修により介護予防サポーターを養成（50 名） 

 

・地域活動育成事業 

 予算額：平成 25 年度 150 千円（平成 25 年度限り） 

 事業内容：行政できっかけづくりをおこなった介護予防教室が、地域で継続

的に行われるよう、その自主運営を支援。 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

なし 

⑫取組の課題 修了者は、自分の住んでいる身近な地域において、介護予防に関する普及・啓

発活動やボランティア活動、自主活動の各々の活動形態に合わせて介護予防活

動を推進することとしているが、 

・身近な活動場所に適している公民館等は地域の教室や行事が入っており、 

自主活動グループの活動場所を見つけることが困難 

・普及・啓発、ボランティア、自主活動と活動形態が違うため組織化が困難 

・自主活動の継続やボランティア活動のための支援体制 

等について課題がある。 

石川県 



 

⑬今後の取組予定 金沢市において 19 箇所の地域包括支援センターがあり、各地域包括支援セン

ターに 10名程度の介護予防サポーターを養成する。 

⑭その他  

 

⑮担当部署及び連

絡先 

金沢市福祉局介護保険課 電話：０７６－２２０－２２６４ 

 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

 

 

 



ネットワークのこと 

とびうめ 

1まいめ りんくる 

2まいめ 地域ケア会議実践例 



例1：インフォーマル・フォーマル含めた多職種連携りんくるの会（金沢市） 

地域の高齢者の生活を支えている人同士の連携を深めることで、 

地域包括ケアシステム構築の実現に一歩踏み出すことを目的とする 

「りんくるの会」を立ち上げました。 

地域では、すでに、さまざまなつながりの中で、 

高齢者を支える仕組みやネットワークが存在します。 

それらが繋がりあうことで、さらに強靭なネットワークを作ることができます。 

今年度は、その足がかりとして、地域で高齢者を支えている 

民生委員・医療・介護・生活支援の関係者等同士の顔が見える関係から、 

連携を深めることを目的とし、交流会、勉強会、事例検討会を行いました。  

ちなみに・・・「りんくる」
wrinkleとは、英語で

「しわ」や「年輪」を表し
ます。そこに高齢者が
もっと社会や地域と、
また、多くの援助職同
士もつながることがで
きるよう「つながるlink」

という意味を込めまし
た。 

参加者：民生委員児童委員・地区社会福祉協議会・町会連合会・ケアマネジャー医師・歯科医師 

医療機関ソーシャルワーカー（ＭＳＷ・ＰＳＷ）・地域包括支援センター 

介護サービス事業所（デイサービス・ヘルパー・訪問看護・グループホーム・特別養護老人ホームなど）  

かかりつけ医の立場から、 

「こんなとき、どんな病院にかかればいいの？」 
というテーマでの講座 

医療連携の本音トークが展開され 

連携の工夫あれこれ ワールドカフェ方式のワークショップ 

立場や役割を超えて、テーブルごとに 

「この地域で暮らす」を支えるをキーワードに 

オープンに話に花を咲かせました☆ 

顔のみえる 

関係づくり 

地域支援の 

担い手による 

生きた語り 

既存の 

ネットワーク 

つながる 

連携の 

創意工夫 

声から 

インフォーマル 

フォーマル 

立場を超えて 



個を支える地域をつくる 

個を地域で支える 

個別
事例 

ＳＴＡＲＴ 

センター
内協議 

市
全
域 

生
活
圏
域 

 

 

オーダーメイド方式 

個の地域包括ケア 

地域 

ケア会議 

運営 

懇談会 

（圏域内） 

 

 

スモールステップ方式 

地域包括ケアシステム 

金沢市地域
包括支援セ
ンター連絡

会 

金沢市
介護保
険運営
協議会 

金沢市
地域福
祉計画
策定会
議 

課題共有、合意
形成を積み重ね
ながらひとつず
つステップを踏
んでいく 

編み掛けは、
「機能としての」
地域ケア会議を
意味する。課題
ごとに振り分け

ていく 

地域の人財と共
に、「場としての」
地域ケア会議を
もつことで、両ベ
クトルが生まれ

る。 

参考：「地域福祉援助をつかむ」有斐閣、2012 岩間伸之・原田正樹 著 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 金沢市 

②人口（※１） 451,501 人 平成 25 年 3 月 31 日時点 新竪・小立野地区 （12,684 人） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

高齢化率 22.8％         新竪・小立野地区   

75 歳以上人口割合 11.0％   

※75 歳以上の地区別統計はない 

（30.3%） 

 

① 取組の概要 地域の高齢者の生活を支えている人同士の連携を深めることで、地域包括ケア

システム構築の実現に一歩踏み出すことを目的とする「りんくるの会」を立ち

上げました。地域では、すでに、さまざまなつながりの中で、高齢者を支える

仕組みやネットワークが存在します。それらが繋がりあうことで、さらに強靭

なネットワークを作ることができます。今年度は、その足がかりとして、地域

で高齢者を支えている民生委員・医療・介護・生活支援の関係者等同士の顔が

見える関係から、連携を深めることを目的とし、交流会、勉強会、事例検討会

を行いました。 

⑤取組の特徴 

 

・新たなネットワークを創り出すのではなく、地域の既存の仕組みやネットワ

ークがつながりあうことを目的とする。 

・医療・介護・生活支援・地域福祉の関係者など、専門職や地域の支え手がそ

れぞれの立場や役割を超えてつながることができる場となっている。 

⑥開始年度 平成 24 年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

初年度は、地域で高齢者を支えている民生委員・医療・介護・生活支援の関係

者等同士の顔が見える関係から、連携を深めることを目的とし、交流会、勉強

会、事例検討会を行いました。 

第 1回 懇親会 

第 2回 かかりつけ医講座「こんなとき、どこの病院にかかればよいの？」 

第 3回 ワールドカフェ方式で３つのテーマについてワークショップ 

⑧主な利用者と人

数 

毎回参加者は、約 60 名 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

民生委員児童委員・地区社会福祉協議会・町会連合会・ケアマネジャー・医師・

歯科医師・医療機関ソーシャルワーカー（ＭＳＷ・ＰＳＷ）・介護サービス事業

所（デイサービス・ヘルパー・訪問看護・グループホーム・特別養護老人ホー

ムなど） 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

市のネットワーク事業という位置付けにて、委託型地域包括支援センター主催

で行っている。 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

特になし 

⑫取組の課題 フォーマル・インフォーマルを超えた多職種ネットワーク形成の場であるため、

共通言語もなく、共通理解をみいだすためには、工夫が求められる。 

⑬今後の取組予定 事例検討をしていきたい等との要望が寄せられているため、今後は、グループ

ワーク形式でおこなえないか検討中。参加者のニーズ発信での取り組みを今後

も予定していく。 

（石川県） 



 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 

金沢市長寿福祉課 076-220-2288 

金沢市地域包括支援センターとびうめ 076-231-3377 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 金沢市 

②人口（※１） 451,501 人 平成 25 年 3 月 31 日時点    十一屋地区 （8,588 人） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

高齢化率 22.8％            十一屋地区   

75 歳以上人口割合 11.0％  

※75 歳以上の地区別統計はない 

（27.8%） 

④取組の概要 公営住宅の高齢化に伴う地域力の低下に対し、実態を把握しニーズ調査を行い、

見守り活動の普及啓発チラシの配布等を含め、関係機関と見守りネットワーク

を構築する。 

⑤取組の特徴 

 

検討会(3回)で方針、課題分析を行い、ケア会議で情報共有、課題抽出を行う。 

アンケートは 84世帯の高齢者世帯に行い、現状把握とニーズ調査を行う。 

情報シートを活用し、見守り対象者の情報のすりあわせを行う。 

⑥開始年度 平成 24 年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

公営住宅は 35棟(8,872名)あり、入居者のうち 65歳以上の高齢者が 4割(2,259

名)を占めており、単身世帯の割合が高い。民生委員 9名の配置と県営住宅管理

センターが入退居の手続きや相談を受けている。シルバーハウジングは 30 戸あ

り、相談員は 1 名いる。高齢者の孤立化を防ぎ、高齢者もその他の世代も、安

心して暮らしていけるように、地域力による見守りや支援を行っていく必要が

あると考えられ、今回の取組に至る。  

⑧主な利用者と人

数 

対象エリア、人口も多いため 65 歳以上の単身世帯が多い 4棟を対象とする。 

平和町県営住宅在住の高齢者 84 人 

会議参加者は 6回平均 12 名（包括を除く） 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

地域包括支援センター、民生委員、県営住宅管理センター、町会長 

ＬＳＡ（ライフサポートアドバイザー）相談員、市社協、地区社協 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

市のネットワーク事業という位置づけにて、委託事業の一環として行い、報告

書を市へ提出している。 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

介護保険特別会計 

⑫取組の課題 見守りや安否確認を希望する高齢者が多い。 

引きこもり傾向の方がおり、地域サロンへの参加を促す。特に男性の参加を促

していく必要がある。 

⑬今後の取組予定 関係機関との情報提供や連携の調整。 

希望者へのふれあい・見守り巡回の実施と状況把握。 

他棟への見守りネットワークの拡大。 

⑭その他  

⑮担当部署及び連

絡先 

金沢市長寿福祉課 076-220-228 

金沢市地域包括支援センターみつくちしんまち 076-263-7163 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

（石川県） 



②実施後の成果と課題 

 

Ⅰ.Ｈ２４年１２～１月初旬にかけて、十一屋地区全域へ回覧板（約４００枚）によって回覧された。 

Ⅱ.９９％の回収率。さらに年をとったり、心身の都合が悪くなった時には、「見守り」や「安否確認」を受けたい方が多い。 

Ⅲ.各棟とも７～９割以上まで普及率が向上した。 

Ⅳ.看護師による血圧測定や登録名簿の作成等検討している。引きこもり傾向の方や男性の方の参加を促していく。 

平成２４年度 十一屋地区地域ネットワーク会議  「平和町公営住宅の見守りネットワーク作り」      金沢市地域包括支援センター 

                                                                   みつくちしんまち 

 

 

① 対象地域の現状、数値的データ等 

 

・平和町公営住宅は１～６８号棟（建物は３５棟）あり、入居者のうち６５歳

以上の高齢者は４割を占めている。 

・高齢者世帯のうち、単身世帯の割合が高い。 

・公営住宅担当の民生委員は９名配置されている。 

・入退居の手続きは若草県営住宅管理センターが行い、相談も受けている。 

・地区社協では月２回サロンを開催している。 

① 地域における個別課題 

 

・関係機関の情報共有の場が少ない。 

・入退去に関する情報が得られにくく、民生委員活動に支障がある。 

・入居者が長期不在の際の情報が得られにくく、管理人等に伝えるといった取

り組みも浸透していない。 

・町会と福祉推進活動グループとの協力関係の構築。 

現状分析 

① 期待する効果 

 

・高齢者または、地域住人などの個人が、地域のためにできることは何か

を考え、実践できるようになる。 

・一人一人の力を集めて地域力を高めること。 

・関係機関がそれぞれ持っている情報を交換し、共有することで活動の円

滑化を図り、負担軽減につなげる。 

・新たなネットワークを築く。 

②実際に関わったメンバー 

・十一屋地区民生委員児童委員協議会 

・地区民生委員 

・十一屋地区社会福祉協議会 

・十一屋校下町会連合会 

・金沢市社会福祉協議会 

・若草県営住宅管理センター 

②実際のスケジュール・手順 

・第１回…①地区課題の抽出 ②目標の共有 ③今後の進め方の検討 

・第２回…①見えるネットワーク仕組み作り ②町会への理解と協力要請 

・第３回…①情報シートの活用 ②情報共有後の課題整理 ③見守り活動周知方法の検討 

・第４回…①各機関の取り組み内容の検討 

・第５回…①各機関の取り組み内容の報告 

・第６回…①ネットワーク会議の振り返り・成果物の確認 ②今後の取り組みについて 

個別課題 

効 果 

②今後の事業展開 

 

・関係機関との情報すりあわせの場の調整。 

・若草県営住宅管理センターによる、４０・４５・５７・５８号棟の希望者へのふれあい・見守り巡回の実施。 

・他の棟への見守りネットワークの拡大。 

今後の展望・目標 

成果と課題 

①  計画内容を設定する 

 

② 取り組み結果を振り返る 

① ネットワーク構築の取り組み（事業）のコンセプト 

 

・公営住宅の高齢化の現状を把握すること。 

・関係機関がそれぞれの関わりの中で高齢者の様子を見守り、皆の力を合わせ

て地域力を高めること。 

・地域住人一人一人の見守り力を高め、地域とのつながりを生むこと。 

・高齢者が主体となって、互いに声を掛け合い見守る等、個々の意識を高める

こと。 

・対象エリア、人口も多いため、公営住宅の中心に位置し、６５歳以上の単身

者が多い、４０・４５・５７・５８号棟に対象をしぼる。 

ねらい 

②実施した内容 

 

・情報シートを活用し、民生委員、管理センター、地域包括が把握している見守り対象者の情報の

すり合わせを行う。 

・見守り活動のチラシの貼付を地域にも協力を求める。（新聞配達所、銀行、郵便局、スーパー等） 

Ⅰ.町会および地域住人の見守り活動の普及…十一屋地区全域へチラシ作製し、回覧板にて配布。 

Ⅱ.県営住宅管理センターの実態把握…見守り対象世帯へ、生活実態把握のためのアンケート実施。 

Ⅲ.民生委員の見守り活動…緊急連絡先票の普及率向上。 

Ⅳ.地区社会福祉協議会の活動…教室、サロンの内容検討。 

ネットワークの内容〔実際〕 

メンバー 

スケジュール･手順 

取り組み(事業)内容〔実際〕 



みつくちしんまち県営住宅情報シートサンプル.xls

平和町県住　４０棟　氏名一覧(３０名)
番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 居室 市福祉サービス 介護保険 ケアマネージャー生活保護 入居日 見守り 備考

1 83 １０５号

2 79 １０６号 ＬＳＡ

3 82 １０７号 ＬＳＡ

4 76 １０８号 配食 要介護 陽風園 ＬＳＡ

5 80 １０９号 相談履歴あり、ＬＳＡ

6 73 １０９号 二次予防、ＬＳＡ

7 71 ２０１号

8 86 ２０３号

9 95 ２０４号 要介護？ 民生委員 相談履歴あり、ヘルパーの出入りあり

10 69 ２０４号

11 83 ２０５号

12 78 ２０７号 ＬＳＡ

13 79 ２０８号 ＬＳＡ

14 83 ２１０号 要支援１ ケアフォーム大桑 病気がち

15 80 ２１０号 要介護１ ケアフォーム大桑

16 80 ３０２号

17 74 ３０２号

18 90 ３０３号 緊急通報

19 71 ３０４号

20 75 ３０６号

21 87 ３０７号 二次予防

22 72 ３０８号 配食（Ｈ１９）

23 77 ３０９号

24 74 ３０９号

25 79 ４０２号 管理人

26 76 ４０６号

27 69 ４０７号

28 70 ５０６号

29 75 ５０７号 要介護１ 健生クリニック

30 76 ５０８号 二次予防

民生委員：○○○○　　管理人：○○○○　　町会長：　　　　　　　　　全４５室／２５室が見守り対象（５６％）

サンプル



みつくちしんまち県営住宅情報シートサンプル.xls
平和町県住　４５棟　氏名一覧(３０名)
番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 居室 市福祉サービス 介護保険 ケアマネージャー生活保護 入居日 見守り 備考

1 71 １０４号 仕事あり

2 71 １０５号 認定あり？ ヘルパー利用 身体障害者

3 70 １０６号 仕事あり

4 75 １０７号 ○ 二次予防

5 79 １０９号 緊急通報、配食 認定あり 朱鷺の苑？ ○

6 76 １１０号 緊急通報 要支援２ なし ○

7 94 １１１号 要支援１ 寄木 ○

8 72 ２０４号 仕事あり

9 68 ２０６号 二次予防

10 76 ２０７号

11 74 ２０９号 仕事あり

12 69 ２１０号 仕事あり

13 80 ２１１号

14 80 ２１２号 二次予防ＴＥＬ

15 68 ３０３号 相談履歴あり、仕事あり

16 68 ３０４号

17 71 ３０５号 目が不自由

18 79 ３０７号 二次予防

19 67 ３１０号

20 78 ３１１号 要支援２ 大谷

21 74 ３１２号

22 75 ４０５号 仕事あり

23 79 ４０６号 要支援１ プラトー川畑

24 79 ４０９号 相談履歴あり

25 68 ４１１号 二次予防

26 81 ４１２号 要支援１ 包括更新対応 推進員

27 70 ５０５号 ○

28 67 ５０６号 仕事あり

29 80 ５０７号 仕事あり

30 82 ５１１号 二次予防

民生委員：北島　諒子　　管理人：中西　　　　　　　町会長：　　　　　　　　全５８室／３０室が見守り対象（５２％）

サンプル



みつくちしんまち県営住宅情報シートサンプル.xls
平和町県住　５７棟　氏名一覧(１０名)
番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 居室 市福祉サービス 介護保険 ケアマネージャー生活保護 入居日 見守り 備考

1 65 １０１号

2 77 １０１号

3 78 １０２号 相談履歴あり、具合悪い時は民生委員が見に行く

4 81 １０３号 要介護 公社松寺 ○

5 82 １０４号 二次予防、推進員

6 80 １０５号 相談履歴あり、地区委員

7 77 １０６号 要支援１ なし

8 85 ２０３号 二次予防

9 69 ２０４号 大桑団地に姉いる

10 84 ２０６号 要支援１ 垣内

民生委員：中村　良野　　管理人：　　　　　　　　　町会長：　　　　　　　　　　全１８室／９室が見守り対象（５０％）

サンプル



みつくちしんまち県営住宅情報シートサンプル.xls
平和町県住　５８棟　氏名一覧(１１名)
番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 居室 市福祉サービス 介護保険 ケアマネージャー生活保護 入居日 見守り 備考

1 72 １０１号 調査拒否（民生委員のお世話になりたくない）

2 66 １０３号 台帳拒否

3 71 １０４号

4 80 １０６号 病気がち

5 76 ２０１号

6 69 ２０２号

7 76 ２０３号

8 81 ２０４号 家で仕事しており、訪問は嫌う。個展を開く予定。

9 90 ２０５号 緊急通報 要介護４ 不明 ピカソ入所（家賃は家族払っている）

10 77 ２０６号 耳が遠い（娘が近くにおり、よく来ている）

11 77 ４０３号

民生委員：中村　良野　　管理人：　　　　　　　　　町会長：　　　　　　　　　全１８室／１１室が見守り対象（６１％）

サンプル








